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早稲田大学 人間科学部 

 

2025 年度以降の人間科学部一般選抜に関する Q＆A 

 

なぜ今回の入試改革を行うのですか？ 

2013 年度から改革を始めた人間科学部のカリキュラムは、学生による主体的な探究と、理論に裏付

けられた実践的な活動を重視し、調査・実験・フィールドワークなどへの参加を通じて問題発見・分析・

解決力を育成するよう、体系的かつ段階的に構成されています。授業やゼミにおいては、自身の興味関

心や獲得したい専門性に応じて、従来の文系理系の枠組みを超えながら、学際的な探究を行っています。 

こうした人間科学部のカリキュラムによる学習をより効果的にするためには、従来の３教科型入試で

評価してきた高い基礎学力を持つ学生だけを受け入れるのでなく、より多様な学生を受け入れることで

学生間の学際的な交流を活発化する必要があると考え、入試制度を変更することとしました。 

 

新しい入試制度の特徴は何ですか？ 

国語または数学と英語を必須科目として設定しつつ、大学入学共通テスト（以下、共通テスト）を活

用することによって、選択科目の多様化を図っています。 

特に、従来の文系・理系の枠組みに捉われない幅広い科目選択を可能とした点が特徴の一つです。例

えば、「一般選抜（国英型）」（以下、国英型）であっても、理科あるいは数学を選択することが可能です。

同様に、「一般選抜（数英型）」（以下、数英型）であっても、地歴・公民あるいは国語を選択することが

可能です。また、どちらの型でも、新設される「情報Ⅰ」を選択することが可能です。 

加えて、選択科目の中から複数科目を受験した場合には、最も得点の高い科目を大学側で抽出し、合

否判定に利用します。この際、地歴・公民および理科（基礎を付していない科目）では第 2 解答科目を

抽出対象に含むことも大きな変更点です。 

 

共通テストはどの科目を受験してもよいのですか？ 

共通テストで課す科目については、本文の「２．入試科目」をご確認ください。選択科目の中から複

数科目を受験した場合には、最も得点の高い科目を大学側で抽出し、合否判定に利用します。 

 

2025 年度から共通テストに「情報Ⅰ」が新設されますが、「情報Ⅰ」は選択できますか？ 

「国英型」、「数英型」のいずれでも、共通テストの「情報Ⅰ」を選択科目とすることが可能です。 

  



 

 

選択科目では、第 2 解答科目も利用できますか？ 

共通テストの「地歴・公民」および「理科」には、第 1 解答科目と第 2 解答科目がありますが、第 2 解

答科目でも第 1 解答科目より高得点であった場合には、第 2 解答科目を合否判定に利用します。より得

点の高い科目の成績を大学側で抽出しますので、事前の科目選択は不要です。 

 

これまでの文系方式／理系方式と新しい入試で、共通テストの利用以外に変更点はありますか？ 

共通テストを利用することで、これまでの文系方式、理系方式と比べ、選択科目として選択できる科目

を大幅に増やしました。特に、「国英型」でも選択科目として理科の科目（物理、化学、生物、地学）の

選択が可能となります。同様に、「数英型」でも国語や社会科の科目を選択科目とすることもできます。

さらに、選択科目の中から複数科目を受験した場合には、最も得点の高い科目を大学側で抽出し、合否判

定に利用することも大きな変更点です。 

 

なぜ国英型と数英型で定員を分けるのですか？ 

人間科学部では、学生一人ひとりが他分野との学際的な交流を図りつつ、それぞれの専門性を高めて

いくことを期待しています。学生間の学際的な交流を活性化させるためには、大学入学までに履修した

科目の異なる学生がバランスよく在籍していることが必要であると考え、国英型と数英型で定員を分け、

別々に合否判定を行うこととしました。 

 

「国英型」の入学者と「数英型」の入学者で入学後の学びに違いはありますか？ 

「国英型」、「数英型」のいずれを選択した場合でも、入学後に受講可能な授業やゼミに違いはありま

せん。どちらで入学したとしても、従来の文系・理系の枠組みを超え、入学後の興味に従って、あらゆ

る分野の研究室への配属を志望することができます。また、どの研究室に所属しても、他分野との学際

的な交流を図りつつ、それぞれの専門性をさらに高めていくことが期待されています。 

 

2025 年度までにカリキュラムの変更はありますか？ 

人間科学部では真摯な人間性追求のもと、よりよい社会を実現していこうとする強い意識を持ち、高

度職業人・研究者としての基礎を身につけた人材を社会に送り出すことを使命として掲げており、この

理念を実現するため、常に教育体制やカリキュラムの改善に取り組んでいます。2025 年度までにすべ

ての科目で人間科学的な知見に基づく対話型、問題発見・解決型、探究型の授業を実施することを目指

し、人間科学部らしい教育の質的向上を図っています。 

 

以 上 


